
 
令 和 ５ 年 ７ 月 ３ 日 

九 州 地 方 整 備 局 

鹿 児 島 国 道 事 務 所 

インフラＤＸセミナーを開催します 

～遠隔臨場の体験及び点群データの自動モデル化による配筋検査効率化技術セミナー～ 
  

デジタル技術を活用して、インフラ分野の働き方、生産性・安全性の向上、コミュニケーショ

ンの変革として、インフラＤＸの推進が取り組まれているところです。 

そこで、インフラＤＸの推進の一助となることを目指して、「建設現場における遠隔臨場」及

び「点群データの自動モデル化による配筋検査効率化技術」のセミナーを開催しますのでご案内

します。 

 

記 
  

◆日   時：令和５年 ７月 ２４日(月) １３：３０～１５：３０ 

 

◆場   所：【座学】鹿児島国道事務所 ５階 大会議室 

       【現場】鹿児島市祇園之洲町 祇園之洲橋工事現場 

 

◆内   容：①国土交通省におけるインフラＤＸの取り組み【座学】 

        （ 鹿児島国道事務所 事務所長 ） 

②事業概要及びセミナーの趣旨について【座学】 

        （ 鹿児島国道事務所 建設監督官 ） 

       ③点群データの自動モデル化による配筋検査効率化技術の紹介【座学】 

        （ DataLabs株式会社 ） 

       ④現状の配筋検査方法とインフラDXを活用した配筋検査方法及び 

遠隔臨場の実施について【現場・座学】 

        （ 株式会社島津建設、DataLabs株式会社 ） 

 

◆対 象 者：自治体担当者および建設業関係者 

       ※会場の都合上、座学は５０名、現場は２０名までとさせていただきます。 

 

◇報道関係者の皆様へ 

 ・取材される場合は７月２０日１２時までに「別紙－１」連絡先までご連絡ください。 

 ・聴講は可能ですが、取材は会議終了後とさせていただきます。 

  
【問い合わせ先】 
国土交通省 鹿児島国道事務所 
  

工事品質管理官  坂口 誠 （さかぐち まこと） 
建設監督官    坂梨 仁宏（さかなし まさひろ） 
電話：０９９－２１６－３１１１ 



②監督員（発注者）の確認状況

現地の測定状況をモニターに映す

概要 実施状況

①

②

立会状況

①ウェアラブルカメラ装着状況

①臨場（受注者）の状況

②詰所でのリアルタイム確認

従来、発注者職員が現場に向かい臨場で確認
していた事項を、遠隔（リモート）で確認可能。
→人との接触を最小限に抑えることが可能に！

【効果】

■インフラＤＸセミナー内容

◇建設現場における遠隔臨場（イメージ）

受発注者にとって、立会等のための待ち
時間や移動時間が軽減できる

確認したものが、データとして保存が可能

【遠隔臨場のメリット】



■インフラＤＸセミナー内容

◇点群データの自動モデル化による配筋効率化技術



■インフラＤＸセミナー会場

現場
（鹿児島市祇園之洲町）

座学
（鹿児島国道事務所 ５階）

現場

現場
入口



別紙－１ 

取材申込書 

 

取材を希望される場合は、お手数をおかけしますが本紙に必要事

項を記載いただき、下記送付期限までに FAX またはメールにて送

付をお願いします。 

 

送 付 期 限：令和５年７月２０日（木） １２：００まで 

FAX 送 信 先：鹿児島国道事務所 代表 FAX 

F A X 番 号：０９９－２１６－３８６１ 

メールアドレス：qsr-kakoku-keikaku01@mlit.go.jp 

 

御社名  

取材者（代表者）  

連絡先  

人数  

車両台数  
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